
通信事業に改革をもたらし、インターネットの基礎を作った１人と
いわれているリチャード・ドラッカー。
彼もまた、“組織”を崩壊させようとしている１人だった。
ハナ･ギテルマンと同じ能力を持つと報告されているこの男の行方
は誰にも知られていない。だが、その彼が、ヒマラヤで僧侶に紛れ
て生活しているらしいという噂が流れていた…。
世界中を放浪してきたドラッカーは、どのような経緯でブータンに
たどり着いたのか？今日までブータンに留まっていた理由とは…？

リチャード・ドラッカー
CHAPTER 67



俺はハンプトン・コノリー。
“ハンプ”と呼ばれることもあるが、
たいていは“グース”で通っている。

俺は、ドラッカーの専属パイロットだった。
彼の社用飛行機を操縦し、
いくつもの山を越えてきた…

…だがこれが
最後だ。

大丈夫か？

任せとけ。

そうだろ？
でもこれからあそこに
突っ込むからな！

見事な景色だ。

数年前数年前数年前数年前数年前数年前





俺がとやかく言うことではないが
ドラッカーは、この場所が
運命の場所だと確信していた。

それに女たちは親切で、
俺には行くべき場所もなかった。
そうやってここで暮らして15年が経つ。

ここは、コンピュータ
禁止のはずじゃ？

規則は破るために
あるんだ。

おまえは、
ドラッカーじゃ
ないな。

おまえこそ、
俺のマッサージ師
じゃないだろ。

その通り。
やつはどこだ？

現在…現在…現在…現在…現在…現在…



居場所なんて
知らん。

墜落してから
会ってないんだ。

悪天候の中を、
操縦させるべきじゃなかった。
あんな素人パイロットに。

地元の僧侶たちが
奴を介抱していたが、

俺が見に行くと、
居なくなっていた…

奴は

どこだ？

言え！



言っただろ！
ドラッカーは
消えたんだ！

ドラッカーは
生きている。
さっさと居場所を
教えないと、おまえが
死ぬことになる。

…わかったよ。
あいつは、1、2ヶ月前に
出て行った。

誓う！
行き先は
聞いてない！

私を
なめるんじゃない。


